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本研究は，生体内の蛍光分子の自家蛍光によってがん組織のイメージングを行い，ラマン分光
法によって検出される分子組成の情報との相関を分析して，組織型を無標識で詳細に診断する手
法を確立することを目的とする．がんは不均一な細胞集団であり，腫瘍細胞のみならず，血管に
関与する細胞，細胞外マトリクスなど，様々な組織から構成されている．自家蛍光の観測により
広範囲のイメージ測定が可能だが，生体内に含まれる自家蛍光物質は少ないため，得られる情報
量が比較的少ない．一方，ラマン分光はがん診断のツールとなることが他の研究により知られて
いる(1)．がん組織の分子組成の多くの情報を鋭敏かつ定量的にとらえることが可能であり，ター
ゲットとする微小領域の特徴の把握を補完するツールとなり得る．2 つの手法を組み合わせるこ
とで，がん組織の複雑な組織型を無染色で把握する． 
 
ヒト膵がん細胞 BxPC-3 及びヒト大腸がん細胞 DLD-1 を，BALB/c-nu/nu 系統のヌードマウ
スの皮下に移植し形成された腫瘍を実験に用いた．測定はマウスを麻酔した状態で in situ で行
った．自家蛍光ハイパースペクトルシステムによる測定では，励起波長はモノクロメーターを用
いて 250 nm から 500 nm の間の任意の波長を照射した．検出には，400 nm から 780 nm まで
の領域を 40 nm おきに，フィルター式分光器と CCD を用いた．イメージ像の主成分分析には
MATLAB を用いた．ラマン分光測定では，励起光には波長 785 nm のダイオードレーザー，ラ
マン散乱光の検出に CCD を用いた．腫瘍組織に直接，中空ファイバーラマンプローブの先端を
押し当て測定した(2)．ラマンスペクトルの多変量解析には The Unscrambler を用いた．測定後，
組織の凍結標本より切片を作製し HE 染色を行い，顕微鏡で組織を観察した． 
 
自家蛍光測定では，340 nm で励起し，460 nm で検出すると，イメージの一部にはっきりと
したコントラストが得られた．350 nm で励起し，420 nm で検出すると，イメージの全体に比
較的弱い蛍光が観察された．測定後，同腫瘍を HE 染色し観察すると，腫瘍細胞が存在してい
た部分または染色の過程で脱落した部分や，線維化が進み間質に富んでいる部分が観察された．
ハイパースペクトルデータに対し主成分分析を用いると，組織の表面の形状の違いや，スペクト
ルの特徴の違いによると考えられる主成分が見つかった．ハイパースペクトルイメージングによ
ってコントラストが観察されたそれぞれの部分から，数点ずつラマンスペクトルを得た．得られ
たラマンスペクトルは主成分分析(PCA)によってよく判別できた． 
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